
 

 

圧力計・温度計における水銀添加製品 
 

日本圧力計温度計工業会 
 
１．水銀添加製品の概要 
（１）水銀充満式温度計 
①構造： 
・ 液体を封入し温度膨張による体積変化をブルドン管又はベローズ等の圧力変位変換

素子を利用して温度計測を行う。 
・ 一般的には中低温域では有機液体を封入し、高温域では水銀を封入している。 

②用途： 
・ 主にディーゼルエンジンの排気温度管理に使用されている。 

③その他： 
・ 目盛版に水銀が封入されている旨を表示している。 

 
（写真）水銀充満式温度計の例   
 
（２）高温用ダイヤフラムシール圧力計 
①構造： 
・ 高温、高粘度の測定体の圧力を測定するため、ダイヤフラム（隔壁）を設け内部に液体

を封入し、圧力による体積変化を利用して圧力計測を行う。 
・ 一般的には中低温域の圧力を計測する場合はシリコンオイルを封入し、高温域の圧力

を計測する場合は水銀を封入している。 
②用途： 
・ 主に化学繊維・化学樹脂繊維機械の圧力管理に使用されている。 
③その他： 
・ 計測機器本体に、水銀添加製品であるとの銘版を貼り付けて、注意を促している。 

 
（写真）高温用ダイヤフラムシール圧力計と注意銘板の例 



 

 

２．水銀添加製品の生産・輸出入の実態 
（１）水銀充満式温度計 
①生産量 
 【日本圧力計温度計工業会会員の生産量】 

 2009 年度 2010 年度 
生産量 6,671（個） 3,584（個） 
生産量中の水銀量 0.67（t-Hg） 0.36（t-Hg） 

（出典）日本圧力計温度計工業会調べ 
 

 ②輸出入の実態 
・ 汎用品として単体で輸出入はしていない。 

 
（２）高温用ダイヤフラムシール圧力計 
 ①生産量 
 【日本圧力計温度計工業会会員の生産量】 

 2009 年度 2010 年度 
生産量 900（個） 894（個） 
生産量中の水銀量 0.04（t-Hg） 0.04（t-Hg） 

（出典）日本圧力計温度計工業会調べ 
 

 ②輸出入の実態 
・ 汎用品として単体で輸出入はしていない。 

 
 
３．水銀添加製品の代替可能性と代替品の状況 
（１）水銀充満式温度計 
・ ガス封入式温度計は、水銀を封入したものと比べて、目盛り仕様、感温部の形状が大

きくなる等の条件が悪くなる方向であるが、今後はガス封入式温度計を使用してもらう

こととなろう。 
 
（２）高温用ダイヤフラムシール圧力計 
・ シリコンオイルを封入したダイヤフラムシール圧力計は、水銀を封入したものと比べて、

計測できる圧力範囲と温度範囲が限定される。また、道管を長くすることができない。 
 
 
４．水銀添加製品の代替困難用途とその根拠 
（１）高温用ダイヤフラムシール圧力計 
・ 非常に高温・高圧・高粘度な対象物を高精密度に測定するためには、沸点が高く、熱

膨張による体積変化が少ない圧力伝達媒体としては水銀以外にはなく、代替が困難な

状況になっている。 
 
 



 

 

５．水銀添加製品の原料水銀の調達と保管の実態 
（１）調達 

【日本圧力計温度計工業会の水銀使用量】                       単位：(ｋｇ) 
 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008年 
水銀充満式温度計 740 701 680 638 623 
高温用ダイヤフラムシール圧力計 36 36 36 36 36 

（出典）日本圧力計温度計工業会調べ 
 
・ 水銀の調達は、地元の商社より購入している。 
・ 廃棄する際は、水銀単体を購入した地元の商社に引き取りを依頼している。また、極少

量だが、計測器一式を廃棄する際は、専門の産廃業者に依頼している。  
・ 平成 25 年度の廃棄量は、316kg。 

 
（２）保管の実態 
・ 毒劇法を遵守し、ISO14000 に適合した環境マネジメントシステムにより、毒物・劇物管

理要領書と、毒物・劇物管理台帳を用いて保管管理している。 
・ 水銀は、鍵付きで、火災感知器を設置し、水銀除去装置付きの局所排気装置フードを

有する専用の室内保管庫のフード内に保管している。 
・ さらに、新品は、納入業者製の容器（0.5kg 入りガラス密閉容器）内に、再生水銀（返品

するもの）は、専用の鉄製容器内に保管している。 
・ 水銀の入出庫状況は電子データにて管理している。 
・ 平成 26 年 1 月末現在の在庫量は、546kg。 

 
 
６．業界としての要望 
・ 代替が困難な高温用ダイヤフラムシール圧力計は、実際の運用に支障をきたさないよ

う、配慮が必要である。 
 

以上 



 



 

 

ガラス製水銀温度計における水銀添加製品 
 

日本硝子計量器工業協同組合 
 
１．製品の概要 
①構造： 
・ 透明なガラス管の内部に水銀が封入されている温度計。 
②用途： 

・ 主に石油化学、理化学、製薬業界、及び、官公庁等で使用されている。 
 

 
（写真）ガラス製水銀温度計の例 

 
 
２．製品の生産・輸出入の実態 
①生産量 
 【日本硝子計量器工業協同組合員の生産量】 

 2009 年 2010 年 
生産量 108,458（個） 103,870（個） 
生産量中の水銀量 0.40（t-Hg） 0.38（t-Hg） 

（出典）日本硝子計量器工業協同組合調べ 
  
 ②輸出入の実態 
 【日本硝子計量器工業協同組合員の輸出入量】 

 2009 年 2010 年 
輸入量 26,563（個） 26,414（個） 
輸出量 7,200（個） 7,606（個） 

（出典）日本硝子計量器工業協同組合調べ    
注：精度の低い安価な製品の輸入が存在すると考えられるが、定量的な量を把握することは困難 

 
 
３．製品の代替可能性と代替品の状況 
・ デジタル式の温度計は、ガラス製水銀温度計と比べて、測定精度（不確かさ）が粗い。 
 
 
４．製品の代替困難用途とその根拠 
・ 対象物を一定の温度域において高精密度に測定するためには、測定精度（不確かさ）が

高いガラス製水銀温度計以外の製品はなく、代替が困難な状況になっている。 

資料３－３－２



 

 

５．原料水銀の調達と保管の実態 
（１）調達 

【日本硝子計量器工業協同組合員の水銀購入量】                 単位：(ｋｇ) 
 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013年 
水銀購入量 54.0 147.0 87.0 124.5 92.0 

（出典）日本硝子計量器工業協同組合調べ 
 
・ 組合員は、同組合を通じて、特定の事業者から水銀を購入している。 
・ 水銀の廃棄は、回収した製品全てを産業廃棄物として、野村興産(株)に処理委託してい

る。 
 
（２）保管の実態 
・ 組合は毒劇物の登録販売事業者であり、毒劇法を遵守して保管管理している。 
・ 水銀は、排気設備や換気扇があり、消火器を設置している特定の場所で保管している。

また、水銀の購入は、専用の鉄瓶に保管し、回収した製品（廃棄処理分の温度計）は、

専用の箱等に保管している。 
・ 平成 26 年 1 月末現在の在庫量は、200.8kg。 

 
 
６．業界としての要望 
・ 代替が困難なガラス製水銀温度計は、実際の運用に支障をきたさないよう、配慮が必

要である。 
 

以上 
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Hg=200.59

Hg=200.59

HgSO4=296.65

HgCl2=271.50

Hg(SCN)2=316.75

HgBr2=360.40

(CH3COO)2Hg=318.68

C9H9HgNaO2S=404.81

CH3HgCl=251.08 

C2H5HgCl=265.10 

C2H5HgI=356.56




